
～ 令和7年3月31日

(対象者数) 34名 (回答者数) 17名

～ 令和7年3月31日

(対象者数) 7人 (回答者数) 7人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・スキルアップ研修の実施

・チームワークの強化

2

・年間イベントスケジュールを作成

・イベントごとに担当者を決め役割分担をしてス

ムーズに行事を進める

・イベント終了後に保護者や子供の意見を聞く

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・緊急連絡網を整備し職員の役割分担を強

化する

・スタッフ向けの防災訓練の実地

2
面談希望日アンケートを取り柔軟な日程を組

む

3

事業所における自己評価総括表

非常事態の対応

・緊急時に保護者にすぐに連絡が取れる

様にSNS等活用できていない

・全スタッフが適切に対応できるか

年度初めの保護者との面談
・対応に追われ面談の計画が後回しになって

いる

おもちゃ箱なご

事業所の強みだと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

充実した職員配置

・職員の数が多いことで複数の視点から子

供を見守ることができる。

・得意な分野を生かして支援を行える

・ボランティアがいる。

令和6年4月1日

令和6年4月1日

令和7年3月29日

事業所名

保護者評価実施期間

保護者評価有効回答数

従業者評価実施期間

従業者評価有効回答数

事業者向け自己評価表作成日

イベントや活動の充実

・季節ごとのイベントを大切にする。（子

供たちに楽しい行事を経験させる）

・地域のボランティアや学校と交流できる

機会を増やす。

事業所の弱みだと思われること 事業所として考えている課題の要因等


